
○伊佐市十曽青少年旅行村の設置及び管理に関する条例施行規則 

 

(趣旨) 

第１条 この規則は、伊佐市十曽青少年旅行村の設置及び管理に関する条例(平成20年伊

佐市条例第172号。以下「条例」という。)第18条の規定に基づき、十曽青少年旅行村(以

下「旅行村」という。)の管理運営について必要な事項を定めるものとする。 

(利用の許可の申請) 

第２条 条例第６条第１項の規定により旅行村の施設(以下「施設」という。)の利用の

許可を受けようとする者は、十曽青少年旅行村利用許可申請書兼使用料減免申請書(様

式第１号)を利用しようとする日の３日前までに市長に提出しなければならない。ただ

し、市長が施設の管理上特に支障がないと認めるときは、この限りでない。 

(利用の許可) 

第３条 市長は、施設の利用を許可したときは、十曽青少年旅行村利用許可書(様式第２

号。以下「許可書」という。)を交付する。 

２ 施設の利用の許可を受けた者(以下「利用者」という。)は、施設を利用する際に常

に許可書を携行しなければならない。 

(使用料の減免) 

第４条 使用料の減額又は免除を受けようとする者は、十曽青少年旅行村利用許可申請

書兼使用料減免申請書(様式第１号)を市長に提出しなければならない。 

(使用料の返還) 

第５条 条例第10条ただし書の規定により使用料の還付を受けようとする者は、十曽青

少年旅行村使用料返還申請書(様式第３号)に許可書を添えて市長に提出しなければな

らない。 

(利用の取りやめ) 

第６条 利用者は、施設の利用を取りやめたときは、速やかに市長に届け出なければな

らない。 

(行為の禁止) 

第７条 旅行村においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

(１) 公告又は宣伝のための張り紙等をすること。 

(２) 多量のガソリン、油類その他これらに類する危険物を扱うこと。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市長の定める行為 



(損壊等の届出) 

第８条 利用者は、その使用により施設又は設備を破損し、又は滅失したときは、直ち

に市長に届け出てその指示に従わなければならない。 

(指定管理に係る読替規定) 

第９条 条例第２条ただし書の規定により旅行村の管理を指定管理者に行わせる場合は、

第２条及び第３条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第４条及び第５条中「市

長」とあるのは「指定管理者」と、同条中「使用料」とあるのは「利用料金」と、第

６条から第８条までの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、様式第１号から

様式第３号までの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、同様式中「使用料」

とあるのは「利用料金」と読み替えるものとする。 

(その他) 

第10条 この規則に定めるもののほか、旅行村の管理に関し必要な事項は、市長が別に

定める。 



 



 

 



 

 



 

 



 


